
戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）第3期
「豊かな食が提供される持続可能なフードチェーンの構築」
サブ課題Ｂ：肥料の国内循環利用システム構築

背景

全窒素の約30%

農林水産省(2025)肥料をめぐる情勢より作図
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尿素 りん安 塩化加里

化学肥料利用の最小化

下水汚泥・家畜糞堆肥
による作物の栽培試験

食生活の持続性と豊かさの担保

地域資源循環モデルの構築

高機能堆肥化装置

N・K
回収悪臭物質

や海水等

プルシアンブルー
型錯体

AI解析

B2000：悪臭や海水等から
の肥料資源の回収

B3000：地域内での循環モ
デル地区の創出

B1000：高機能堆肥化装置の開発

・寒冷地 畑作
（北海道）中標津町
テンサイ、大豆

・温暖地 水田・転換畑
（新潟県）胎内市
大豆、花卉、野菜

・暖 地 二毛作
（熊本県）阿蘇市（予定）
水稲、麦

肥料価格の推移

2030年に実現される
産業・社会の姿

肥料資源の国内供給に
向けた開発戦略

農産物生産に必要な肥料原料はほぼ全量を輸
入に頼っており、肥料価格は高い水準

下水汚泥や家畜ふん等の国内未利用資源
を活用して肥料の国内供給を目指します

そのため、
① AIを活用した下水汚泥や家畜ふんに汎用利

用可能な高機能堆肥化装置の開発
② 堆肥化装置排気や海水等からの肥料成分

（N・K）回収技術の開発
③ 未利用資源の80%を肥料利用する地域循

環モデルの構築
を行っています

問い合わせ：国内循環利用コンソーシアム（研究代表：農研機構畜産研究部門）
nilgs_sip3office@ml.affrc.go.jp


